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るにすぎない（lo）。本稿では，ひとまず記載のみを分析することにし，諸文献との突き合わせによる
データベースの構築は今後の課題としたい。
　a．科挙の学歴
　まず「1907年題名表」の会員の学歴であるが，進士は少なくとも15人，全体の3．9％に上る。うち1
人は翰林院の庶吉士（官学生）で，12人は庶吉士を経て翰林院修撰（1人）や同編修（10人），河南
の知県（1人）に任官している。このなかには江蘇学務総会の創立メンバーである張春（翰林院修撰），
王同愈（同編修）が含まれる。残りの2人は，常州府学の教授と河南省の知県となっている。いずれ
にせよ下級官吏である（ll）。また挙人は24人6．3％で，郷試以上の合格者である進士・挙人を合わせ
ると1割に達する。この他，貢生等は36人9．4％，監生は5人1．3％，その他の生員等は70人18．3％で，
進士から監生，生員まで含めると149人約39％に達する。ただ科挙廃止後なので，記載された者以外
にも科挙の学位を保持している者がいた可能性は否定できない。むしろ，科挙の学位のみ記載されて
いる者は，学位を保持しているが官職に就いていない，いわゆる郷紳と見なすべきであろう。
　さらに府州別に見ると，その比率は各地まちまちである。江南の政治・文化の中心である江寧府や
蘇州府は進士・挙人の比率が高く，常州府や太倉州も同様の傾向がある。通州は光緒二十年の状元
（殿試首席合格者）である張審をはじめとして進士が4人も名を連ねている。だが，江寧府以外は，貢
生や生員が進士・挙人を上回っており，揚州府や松江府は貢生・生員が全体の3割以上を占め，徐州
府に至っては貢生・生員が6割を占めている。
　b．官職
　次に官職に就いている者は江蘇省全体で24．5％，前職・元職は4．5％である。そのなかでは，地方官
（教授や学政など旧式教育の教官を含む）が中央官より多いが，府州別に見ると，准安府や通州，蘇
州府のように中央官が多い府州もある。中央官40人のうち前述の翰林院修撰・編修が11人，内閣中
書6人，中書科中書5人，各部（部は日本の省に相当）の主事7人（他に前職1人）が目立つ。地方官
では，知県が34人．前・元職を合わせると38人になる。
　中央官では，翰林院修撰・編修のうち学部諮議官が併記された者が3人おり，その1人張審は学部
諮議官・商部顧問官が併記されている。この翰林院の3人以外に，商部顧問官と学部諮議官が各1人に
なっている会員がいる。前者は常州府無錫県の周廷弼，後者は常州府武進県の屠寄で，いずれも江蘇
教育会の重要メンバーである。顧問官や諮議官はそれぞれ新設の商部（経産省に相当）と学部（文科
（10）たとえば江蘇学務総会創立メンバーの1人である王清穆は光緒十六（1890）年の進士で，新設の中央官
庁である商部（経産省に相当）の右丞まで昇進したものの，衰世凱に疎まれて直隷按察使に転出し，まもな
く退官・帰郷しているが，「1907年題名表題名表」の職業欄には「前直隷按察使」とのみ記されている（「1907
年題名表」18葉b）。王清穆については，王清穆研究会編注「王清穆膿隠鷹日記』」『近代中国研究彙報』第
34号，2012年。
（ID清代の教授は府学の教官であるが，1905年の科挙廃止にともなって廃止されたという（郵遠猷主編『申
国近代官制詞典』北京；北京図書館出版社，1991年，p．31）。とすると1907年はすでに「前職」となるが，「1907
年題名表」には「前職」を示す記載はない。ここではひとまず記載に従う。なお，官吏の品級（等級）につ
いては，以後もすべて同上書に従った。
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省に相当）に設置さ礼各界とのパイプ役となり諮詞をおこなう官職だった（正2）。内閣中書と中書科
中書はそれぞれ内閣と皇帝の文書を扱う事務官だが品級は正七品である。主事は各部の下級官吏で正
六品であるが，戸部（戸籍と財政管轄）と法部（法務省に相当する新設部）が各2人，吏部（人事を
管轄）と前刑部（司法を管轄）主事が各1人のほか「分部主事」と記された者が2人で，特定の部に集
中してはいない。翰林院修撰は従六品，同編修は正七品，知県も正七品でいずれも下級官吏である。
　比較的上級の官吏は，知府（府知事従四品）3人（他に前職2人），各部の郎中（正五品）4人（13）
で，前職では，直隷按察使（正三品）だった太倉州崇明県の王清穆が筆頭で，他に道員（正四品）が
4人いる。この4人は武進県の荘藏寛，陽湖県の1軍祖祁，劉樹屏，および宜興県の任錫沿で，これら3
県はいずれも常州府に属し，武進と陽湖は一つの地域社会を形成している。王清穆と揮祖祁は江蘇学
務総会の発起人であり，彼らの権威が常州府や太倉州における会員獲得に影響したことは想像に難く
ない。
　職業欄にはこれら実職以外に，「候補○○」などという名目だけの官職が記載されている。科挙合
格後任官までポストの欠員を待つ者であるが，掲納によって買うことができ，その上限が候補道
だったため，とくに候補道は指官が多かったという（14）。「1907年題名表」には，「候補」「候選」職
41人が記載されており，全体の1割を占めている。その内訳は，知府4人，知県6人，道員9人，訓導5
人などとなっている。彼らのうち誰が損官か確認が必要であるが，任官を目指しつつ，別の道による
社会的地位の上昇も模索していたことが近代教育の振興や教育会への結集に結びついたことをうかが
わせる。
　c．近代教育
　それでは，会員の近代教育の受容状況はどうだろうか。留学や師範学校その他の近代式学校の学歴
を明記した者は，33名＆6％とごく少数である。このうち，留学は21人5．5％，師範学校卒4人1．0％，
その他8人2．1％となっており，留学生が圧倒的に多い。留学は全て日本留学で，そのほぼ半数の20人
が嘉納治五郎の宏文学院に留学しており，そのほか法政大学に3人，経緯学堂と東京帝国大学に各1
人，他に「日本師範卒業生」3人，「日本速成師範卒業生」2人，「日本法政卒業生」，「日本留学卒業生」
各1人となっている。宏文学院卒業生の中にも「宏文師範」とある者が4人含まれt日本で教育学を学
んだ者が多いことがわかる。但し，宏文学院は日本の大学・専門学校進学のための予備学校で教育内
容は中等教育レベルの速成教育で，「日本師範」とある者も速成教育の可能性がある。府州別に見る
と，寧属では，徐州府海州の会員に一切の近代教育の学歴記載がなく，准安府，通州の会員も留学
歴の記載がないのに対し，蘇属各府州では，鎮江府を除く全ての府州に留学歴のある会員がおり，蘇
州府は7人と留学歴のある会員全体の1／3を占めている。だが近代教育の学歴を持つ会員が2割を超え
（12）関暁紅『晩清学部研究』広東教育出版社，2000年，p98。学部の諮議官は，商部の顧問官を参考にして
設置された。
（13） ､ち1人は『申報』紙経営者の席裕福なので，実職ではない可能性がある。
（14）前掲『中国近代官制詞典』pp．26～27。
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ているのは，母数の小さい海門庁や鎮江府だけである。
　いっぽう近代教育に従事している者は，129人31．3％である。うち教職は105人27．7％，残りは学校
職員や校董（学校理事），勧学所総董や視学官，学務委員などの教育行政職である。府州別に見ても，
おおむね会員の2，3割を占め，江寧府や松江府では5割に達している。会員の少ない海門庁のみ教
育従事者がいない。学校職員・校董のなかには，上海でたたき上げで土建業を起こし，その資財を浦
東中学等につぎ込んだ楊斯盛のように新旧教育を受けていない者も含まれると思われる。校長・教員
のなかにも，近代教育の学歴を持ちながら記載がない者も実際に学歴のない者も含まれると思われ
る。科挙の学位を持つ者についてみると，挙人には日本留学卒業生が3人，近代式学校の校長・教員
が4人，勧学所・教育会職員が各1人が含まれており，貢生等にも学校教員9人，勧学所職員1人，生
員等には日本留学卒業生6人，師範学校卒とその他の近代式学校卒が各2人，近代式学校の校長・教員
が17人，学校職員と勧学所職員が各2人，教育会職員4人が含まれており，科挙廃止の前後に，旧式
教育から近代教育へ転進を図ったことがわかる。
　d．実業
　以上のように，教育会であるにもかかわらず，江蘇教育総会は会員の1／3しか近代教育への関与が
明記されていなかった。それでは他にどのような人物が含まれていたのか。次に実業界に関与する会
員を見てみよう。江蘇教育会が実業界を含む広汎な地域エリートの結集軸だったことは，すでに明ら
かにしてきた。「1907年題名表」の職業欄，通信処欄から商工業関係者とわかる者は，47人12．3％に
達する。そのうち，日本の商工会議所にならって設立された商会に関与する者は3人だけで，残りは
商店等の経営者・関係者と思われる。「商工業」として分類した者には，銭荘5人，布店・布問屋3人，
洋行2人などがあり，このうち揚州府東台県の3人は同じ銭荘を，松江府上海県の2人は同じ洋行を通
信処としている。そのため，揚州府や松江府に商工業関係者が集中しているのである。
　さらに注目すべきは教育とも関連の深い出版関係者で，表5，6においても他の「商工業」と分けた。
出版関係者は20人に上るが，このうち出版社では商務印書館4人（松江府上海県，同青浦県，常州府
武進県，同無錫県各1人），上海図書公司3人（蘇州府元和県，同呉県，同常熟県各1人），文明書局2
人（常州府無錫県，同金置県各1人），新聞社では時報館4人（鎮江府丹陽県2人，蘇州府呉県，松江
府華亭県各1人），申報館2人（ともに松江府青浦県）などとなっており，いずれも上海の大手出版社，
新聞社である。このうち申報館の1人は経営者の席裕福であり，時報館の1人も経営者の秋裸賢であ
る。とくに狭は張春らと立憲運動を農開し，時報館は江蘇教育総会などともに上海における改革運動
の拠点となっていた〔15）。狭も席も1905年江蘇学務総会創立当時からの会員であり，広汎な地域エ
リートの結集軸という江蘇教育会の性格を象徴しているといえる。
　e．1907年と1913年との比較
　最後に，以上のような状況が，辛亥革命と中華民国の成立を経てどのように変化したのか概観する
ことにしよう。
（15＞黄炎培『八十年来』文史資料出版社，1982年，p．48。
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　まず科挙の学位保持者は，当然のことながら6年を経て131人へと19人減少し，会員総数が増加し
ているのでパーセンテージも26．3％と減少している。とはいえ4人に1人は旧教育世代といえる。近代
教育の学歴保持者は79人15．9％に増加し，近代教育従事者は135人27．3％へと増えているが，教育以
外の中央・地方官も35人7％と半減したとはいえ依然一定の割合を占め，商工業者も11．2％とパーセ
ンテージは減らしても会員数は55人へと増加している。このほか，率は4％ながら国会から市参議
会・市郷自治公所までの議員が含まれており，依然，広汎な地域エリートの集団という性格を保持し
ているといえるのである。
4．おわりに
　以上，1905年から1913年までの江蘇教育会会員名簿を分析してきた。分析を総合すると，以下の
ことが指摘できるであろう。
　まず，江蘇教育会は結成当初，30代を中心とした地域エリートの集団であった。各府州の構成に
は地域差あり，寧属と蘇属の間にも傾向の違いが見られるが，おおむね張審や王清穆，王同愈といっ
た著名な紳士の呼びかけに応じて，結集していったと思われる。現職の官吏は下級の者が多く，候補
官や郷試以上に合格していない生員層も多く，なかにはそこから日本へ留学している者もおり，既存
の官制・教育構造の改革とそれによる自身の出世を期待して入会したことがうかがわれる。商工業
者，とくに教育とも関連深い出版社や新聞社は明らかに張春らの立憲運動の一角を占める者であり，
その活動の中心は籍貫を問わず上海であった。
　いっぽうで江蘇教育会の創立当初，近代教育の高度な専門的学識経験を持った会員はまだ多くな
かったと思われる。1913年に至っても，広汎な地域エリートの結集軸という性格は徐々に薄まりつ
つあったとはいえ，近代教育の専門性を明記する会員は多数派になっていない。ちなみに江蘇省教育
会の会員数は，1913年末の665人から1918年末の時点で975人へと約1．5倍に増加している。その一部
をみる限りでは，新入会員の多くが教育関係者でアメリカ等の留学経験者も含んでおり，会全体の教
育職能集団への転換が急速に進んでいくことがうかがわれる⑯。
　今後は，これらのデータを諸文献によって検証し，データベース化を進めるとともに，1913年以
後のデータの分析を進め，江蘇教育会の長期的変貌を明らかにしていく必要がある。
（16）「1918年姓名録」。
